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前島信男様

ご寄付ありがとうございました
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【理念】
   人の心を大切にし、
        皆様に安らぎと感動を提供することが、
            私たちの使命です。

【基本方針】

・利用者様の尊厳を守ります。

・安全を最優先します。

・質の高い介護サービスを提供します。

・地域社会に貢献します。

新型コロナ感染対策

・愛知県国民健康保険団体

介護サービスに関する相談

電話 052-971-4165

・名古屋市

健康福祉局高齢福祉部介護保険課指導係

電話 052-972-2592

施設に対するご意見、ご要望は、相談員までお気軽

にご連絡ください。

相談員・・・平野、小方

電話：052-217-8715

また、外部の連絡先として以下の窓口もあります。ご

参考にしてください。

車椅子貸出事業実施中

苦情窓口案内

ゆうあい通信
2023年10月（第三十号）

ゆうあい菜園～落花生が収穫できました！～

地域住民を対象に、「車いす貸出事業」を実施しています。概略は次の通りです。是非ご利用ください。

【利用条件】 …病気やけが等により歩行が困難な者、外出や旅行等により車いすを必要とする者等

【貸出期間】 …原則７日以内

【利用料金】 …無料

【申し込み方法】…本人またはご家族様より、直接当法人に申し込みしてください。

電話番号：052-612-3030

今年の5月から新型コロナが2類から5類に変更になりました。しかし、新型コロナは依然収束はしておらず、今も感

染者は増えています。そこで、当施設では現在職員全員を対象に週2回の検査を実施しています。これは、無症

状であっても新型コロナ感染を発見することで、職員から入所者への感染を防ぐために行っているものです。5類

になって2類ほど外出制限が厳しくなくなりましたので、寧ろ今の方が感染リスクは上がっているかもしれません。そ

の意味でも、この検査は感染拡大防止を防ぐ重要な手段です。

2類から5類になっても、感染力、感染した際のリスクが変わったわけではありません。ニュースでも以前より新型コ

ロナについて報じることが少なくなり、世間では新型コロナに対して関心が薄れているかもしれませんが、職員は変

わらず気を緩めることなく感染対策を行っています。ご家族様にも面会制限など未だご不便をお掛けしております

が、入所者の皆様を守るための対策ですので、どうかご理解、ご協力をよろしくお願いします。

今回のゆうあい通信10月号は記念すべき30号となりま

した。年4回発行していますの、ゆうあい通信も7年半

続いているのですね。折角なのでざっと今までのゆう

あい通信を見直してみました。第1号は2016年の7月

に発行され、その時も外壁工事という大規模な工事を

実施していました。2年目の2017年には経営体制の変

更の記事を掲載し、その5年後の2022年にまた新しい

業務執行理事の挨拶を載せました。新型コロナの記

事は3年前の2020年4月号から掲載されており、もう3

年も新型コロナと付き合っているんだなあと思いました。

「施設の運営、介護の方針などを理解して頂ける広報

誌にしたい」という思いで始まったゆうあい通信ですが、

これからもそのような広報誌として作成していきます。

そして、ゆうあい通信を第1号から見返した時、「運営、

方針がより良い方向に向かっているな」と感じられる施

設になるよう、日々努力していきます。

令和４年４月に「プラスチックに係る資源循環の

促進に関する法律」が施行され、遅ればせなが

ら、当施設でもプラスチック製品を分別してリサ

イクルしようとしました。

事業所からでるプラステックゴミは、１事業所あ

たり１収集日に45Lの家庭用資源指定袋１袋ま

でなら市の資源収集に出すことができます。し

かし当施設で１週間に一袋に収まるわけもなく、

結局これまでどおり、契約業者に分別して出し

ても可燃ごみとして処理されるとのことでした。

名古屋市のSDGSの取り組みは？

国が資源循環の促進をすすめているのに、施

設のプラステックゴミをリサイクルされない現状、

行政の施策が中途半端なことに残念に感じまし

た。

夏の暑さが徐々に和らぎ涼しくなってきたので、入居者の皆様と落

花生の収穫を行いました。「庭でこんな立派な落花生ができるんだ

ね！」と驚かれていました。新鮮な落花生はなかなか食べる機会が

ないので今回は収穫後すぐに湯がいて少しずつ召し上がっていた

だきました。「甘くておいしいね！」「もうちょっとおかわりしたかった

な～」と好評でした。

今年の夏野菜の収穫はミニトマトが70個、きゅうりが33本でやや

少なめでした。今度はたくさん食べられるように、入居者が楽しめる

菜園づくりを目指して頑張っていきます。



畑（畑始めた、収穫あれば報告）

たい肥
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ゆうあいのデジタル化 LED電球へ更新

日常のレクリエーション

輪投げ

７月～９月の行事風景 暑さにも負けない楽しいイベントを今年も開催しました。

8月はスイカ割りイベント

を開催しました。大きくて

固いスイカは簡単には割

れずに皆様かなり苦戦し

ておられましたが、見事

に割れたスイカをおやつ

に提供しました。とてもお

いしかったです。

7月17日（月）海の日、名

古屋港の花火大会が４年

ぶりに開催されました。当

施設の3階から綺麗な花火

を鑑賞しました。

毎月、誕生日会を企

画しています。美味し

いケーキやコーヒーを

飲みながら毎月の誕

生日者にインタビュー

をしながら1年を振り

返ったり抱負を語りな

がら一緒に楽しい時

間を過ごしました。

貼り絵のテーマは

「紅葉と富士山」

です。たくさんの

もみじを貼り絵で

完成させました。

手の機能の向上

や集中力も上がり、

皆さん真剣に最

後まで貼り絵を楽

しまれておりまし

た。

災害に備えて

8月末に防災訓練を実施しました。今回は夜に震度6強

の地震と津波が起きた時を想定しての訓練です。災害

発生時は現場は混乱状況になることが予想されます。

そのため、災害時の立ち回りを何度も訓練し、混乱時に

も動けるようにすることが重要です。また、毎月15日には

災害伝言ダイヤルの訓練を行っています。夜勤帯の責

任者をやる職員に順番に伝言を録音してもらい、その他

の職員にはその伝言を聞いて伝言内のキーワードを

メールで送ってもらっています。これも、災害時に行動

に移せるよう、継続して行っています。

そして、大規模な災害の場合、災害が発生してから通常

業務に戻るための計画も大切です。

当施設は入所者の皆様の生活の場となっていますので、

甚大な被害を受けたため業務を停止するということがで

きません。そのため、「BCP（事業継続計画）」を策定し、

災害発生による様々な被害を想定し、その対応策を記

載して、災害発生時の混乱に備えています。

災害発生時の安否確認方法（災害伝言ダイヤルを使用する）

災害時の安否確認は「災害伝言ダイヤル」のご利用をお願いします。災害伝言ダイヤルの伝言再生方法は下図の

①、②、③、④の手順です。

災害発生！

②2番を押す

ガイダンスに従って、「2」

（再生）を押した後に、

③ ゆうあいの里大同の代

表電話（052-612-3030）を

押す。

①「171」
に電話！

④ゆうあいからの

メッセージが聞け

ます。

「災害伝言ダイヤル」使用時にはこの記事を参考に操作できるよう、この記事は目立つと

ころに保管をお願いします。

毎月15日に訓練として災害伝言ダイヤルに伝言を録音します。ご家族様も練習として上記の方法で是非聞いて

みてください。（訓練時の伝言の保存期間はその日1日のみなので、必ず15日中に実施してください）

7月7日七夕イベントでは短

冊にぞれぞれ思いをこめて

入居者の方に1年の願い事

を書いて笹の葉を飾りまし

た。

脳トレゲーム

棒体操 貼り絵

当施設では、2013年から介護ソフトを導入し、介護記録

を紙から電子へ切り替えていました。最初は各階1台ず

つの介護ソフトが入ったタブレットで記録業務をしてい

ましたが、更なる業務の効率化、記録漏れ防止のため、

現在では9台のタブレットを使用し、即時記録に努めて

います。また、約2年半前にはインカムを導入しました。

インカムの利点はインカムを装着している職員全員に

情報伝達できることです。そのおかげで、何か異変が起

こればすぐに職員全員に連絡し情報共有ができる、入

所者のコール対応依頼や忙しい階の応援依頼が迅速

にできるなど、職員の連携に絶大な効果を発揮し、今

ではインカムなしで業務に入ることは考えられないほど

になっています。

7月から建物の省エネ化工事を実施していました。そ

の1つである照明工事が9月に終了し、施設内の照明

が全て蛍光灯からLEDへ切り替えられました。

LEDへの切替で一番驚いたことは明るさです。照明の

数は変わらないはずなのに、今までより格段に明るくな

り、最初は眩しくて戸惑いました。LEDは明るさだけで

なく、消費電力の削減や電球交換がおよそ10年に一

度になる、紫外線が少ないため虫が寄り付きにくい、

衣類や物の色褪せが少ないなど、様々な利点がありま

す。更に、LEDには環境に負担がかかる水銀や鉛が

含まれていなかったり、消費電力が少ないため二酸化

炭素の排出の減るなど、環境に優しい電球でもありま

す。

省エネ化工事も残すは空調工事のみとなります。

9月下旬から準備が始まり、10月には本格的に取

替工事が始まります。新しくなった空調で冬を迎

えられることが楽しみです。

更に、最近は介護ロボットも注目されています。当施設

でも勿論介護ロボットの導入は考えており、いくつかデ

モ機を使用させていただいたこともあります。この機器

がどれくらいの効果を発揮するか、使い勝手は良いか

など慎重に見極めた上、介護サービス向上のための機

器は積極的に取り入れていきたいと思っています。


